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インターバンクの声 （2014 年 7 月 14 日） 
 

ポルトガル大手銀行の経営をめぐる懸念がほぼ無くなったことで、市場の

リスクセンチメントもかなり改善されたはずだが、豪ドルや英ポンドの小幅

な下落が目立った程度で主要通貨に大きな変化は見られなかった。 

先週は安全資産としての円買いで１０１円割れも目前だったドル円相場だ

が、金曜日には大きく切り返すことがなく、今週の反発を注意深く見て行き

たい。月初に開催されたオーストラリア準備銀行（RBA）の理事会では、特に

強い文言を用いての豪ドル高への牽制がなかったが、その後、金曜日も含め

スティーブンス総裁が、豪ドル相場が高過ぎるとの考えを２度ほど示したこ

とで、豪ドルが０．９３ドル台まで下落した。今週も取引の中心が主要通貨

に戻ることがなければ、豪ドルの値動きが活発になりそうだ。サッカー・ワ

ールドカップも終わり、今週は米経済指標の発表も数多く予定されており、

そろそろ相場にも動きが見られ始めるだろう。 
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